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    よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う道徳教育の充実 

～道徳科の特質を生かした学習指導法の工夫～ 

 

 

 

 

 

実感を伴う価値理解をするために 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日時 

令和６年９月５日（木） 

 

２ 場所 

授業  ２階 みつばち教室（１３：３０～１４：１５） 

協議会 ３階 多目的室（１４：３０～１６：００） 

 

３ 全体会次第 

（１）学校長より 

（２）部会提案 

（３）授業者自己評価 

（４）研究協議会 

   グループ協議→発表→全体質疑応答 

（５）指導・助言（１５：１５～１５：５５） 

（６）謝辞（副校長より） 

 

 

 

 

 

 

 

第４回 研究授業 
９月５日（木） みつばち部会 

研究主任 

大石 麻佑子 

 今回はみつばち部会１年生の授業です。「はしのうえのおおかみ」の教材を通して親切な
行動をしようとする心情を育てます。 
今回のみつばち部会の研究授業では、様々なチャレンジが計画されています。展開後段で

体験的な活動を取り入れたい。「心情・判断力・実践意欲・態度」を網羅した指導計画にした
い。そこには「実感を伴って価値理解を積み上げてほしい」というみつばち部会の先生方の
強い思いがありました。 
今日は、そんなみつばち部会の先生方の思いを受けて、子供たちがどのように受け止め自

分と対話していくのか、私たちもじっくり学ばせていただきたいと思います。 

授業開始１３：３０ 


